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酵素である DESAT1 の発現制御機構を解析した。本研究により、DESAT1 タンパク質の分解が細胞
内の不飽和脂肪酸含量の変化に応答して制御されることが明らかとなった。また、DESAT1 の 2 番
目と 3 番目の連続するプロリン残基が、DESAT1 タンパク質の分解制御に必須であることを突き止
めた。N 末端から 2 番目と 3 番目のアミノ酸残基がそれぞれプロリンとアラニンであるマウスの脂
肪酸不飽和化酵素 SCD1は、S2細胞において細胞内の不飽和脂肪酸の含量の変化に応答した分解制
御を受けなかった。しかし、SCD1の 3番目のアラニン残基をプロリン残基に置換した変異体は、こ
の分解制御を受けた。これらの結果から、DESAT1 の N 末端の連続する 2 つのプロリン残基を”di-
proline motif”と命名した。また、細胞内の主要なタンパク質分解経路の阻害剤や RNA干渉実験によ












脂肪酸不飽和化酵素を DESAT1 しか有さないショウジョウバエ S2 細胞を用い、生体膜の物性制御に
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重要である脂肪酸不飽和化酵素が細胞内温度の制御に関与するか検証した。先ず、蛍光性ポリマー温
度センサーFPT （Hayashi et al. PLoS ONE 2015）により細胞内温度の解析を行ったところ、Desat1 遺
伝子の破壊及び DESAT1 の特異的阻害剤により定常時の細胞内温度が約 2.5℃低下することを見出し
た。また、細胞内小器官での発熱に DESAT1が影響を与えていると考え、細胞内小器官局在型の蛍光
















とを見出した。さらにこの際、DESAT1 依存的に F1F0-ATPase の複合体形成が促進し活性が高い状態
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（論文審査の結果の要旨）  
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